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= 1 3 - 8 × I - 8 × j - C-4 )

= 1 3 - 2 - 事 +4
= は 一 誓 = 或 =

ーー/1

= F × F +F × (な) -喆が河 + 3F

= 7F- 3F - 5Ft 3F

= 2F
→

水+ x - 6 = 2 つに 6

つに x = 0 大問 1 は 工夫より
x ( x - 1 ) = 0 スピード なので 、

つに 0.1

ーー/ 最初に ひらめいた

方法 で っ っ 走しろう 」

-右辺 を 0 に すれば

因数分解 か

解 の公式 で 解ける !



✗ - y = M と おく と
、 普通 に展開 する と

、

M
2

+ M - 6
つに 2っはな2

+ x - y - 6

= ( M t 3 ) ( M - 2 )
と なっ て 手詰まりに 、 、 、

。

M = x - y を 戻す 。

( x _ y t 3 ) ( つに は - 2 ) 共通 する 多項式 を

ーー/ 1 つの文字に置く
三充れを身に つけ 2おこう !

.
.
.

①

へ
い

2〇

① - ② × 12 y = 1 8 を ① に代入

2 つ( -18=6
2 つ( - y =62 つ( = 24

一) 2 つ( t4y = 96 つ( = 12

Tqo
y = 1 8

( かま ) =

11
回目 に 解くとき に 見直したく ない人は

、

終盤 、
難問正解 に つっ 走る か、

解ける 問是夏 を 落とさない か の

選も尺の流れ に 慣れ 2おこう b
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な筐 磁 = 22 × 5 ×".TT
2世

= 2 × 7 ×T

7巡 = 14T 、
、

/
7

✗
2
_ y

2
= ( x + y ) ( つし ー は )

= { (Air ) + (A +F ) } { (A -B) -はなろ ) }
= 2F × (- 2F ) =迎/

15% 8%

U = 幽
方程式 は 、

500g つ( g
イ可についての

混ぜた 8% の 食塩水の 量 を つ( g 方程式 を
とすると

、 食塩 の 量 は 両辺等しい ので 作る か !
つまり

500 x
は

石 + d × f = ( 500+ x ) × f t

7500 t 8 つ( = 6 0 00 + 1 2つ( 左辺 と右辺

1500 = 4 つ( の 対象物 を

つに 375 そろえる の

375g
et



連続する 3 つの 整数 を

U - 1
、
U

、
HT1 とする と

、

連続 する イ禺数

( U - 1 )
2

+ u
2
t ( un )

2

= 50
2 n

、
2 に +2

いて 2n+ 1 + n4 n
2
+ 2 n t 1 = 50

④ 連糸売 ある 奇数
3いて 2 = 50

2h - 1
,
2n + 1

3 h
2
= 48

n
2
= 16 ※ 宝石対称型 にすると

3.4-a54 n = 4 計算 が 楽 bb

① ヒストグラム が

右図 の よう な

とき も 平均 が

17回 となる の で X 資料 問是頁 は 、

基本知識 を 用い て

判断する 選択系② 順に並べた 8人目 は
が多く 、 時間 が15人 の IEEE だが かかる b中央値

中央値 は 平均値
と 人数だけ では

求められない 。 X

Da③ 合計 = 平均 × 人数

= 17 × 15

= 2 25 TJ
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い) A と B の 生座木票 は 等しく
、

外座標 の 絶付値 の 符号 が反対。

i. C の 水 座木栗 は - 3 と なる の で

y = ーた か に代入 し
、

y -_-たいが -_-

年
3

c ( 一 3、で )
-

(2)

(-12,24 ) B A ( 1 2 、
24 )

•

•
E ( 1 2 、 O )

F

(-12 、
-12 ) C D ( 12

,
1- 2 )

☒ 長方形 ABCD の 面積半分
、、

、 粉 の 高さ で

の 直線 は 2 本の対酥泉 の ( i 界 、
8,3618 となり CD が )交点 F を 必ず 通る 。

よ -12なので

F ( 0 . 6 )
F ( 0

,
6 ) 。
ノー

G ・

G は E の 点F と の

p ・

F 対称移動なので
求める ( 0 . 6 ) 星 ( 12 . 0)
交点 の 9

/𥫣座標



よどに
☒ C (-6 、

- 3 )
、
A ( 6 ,

6 ) なので

傾き = だっか =た事

y = もつ( 十 b に し 6,6 ) を代入 し

6 = I × 6 + b b = 事 ( 6
,
6 )

( -6 、
-3 )

よ斑3

rect y = ーか(
2

☒ A の つ(座標 を t と おくと

A ( t.tt 2 ) 、

B ( - t.tt 2)

C (t
,
-たせ ) 、

D ( t 、
一 など)

正方形 になるので

A B = AD と なる
。

A B = t - (七) = 2t

AD = f -に した t 2) = t t 2 i
.

A ( t.tt 2 ) に代入 し
2七 = I に

、

t ( t- 8) = 0

t = 0
,
8 A ( 8、が 8

2

)

A は原点 ( t = 0 ) ではないので
= A ( 8 , j )

t = 8
-/
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✓
① 見取図 を かい てみる と

、

底面 の 半径 が 必要
だ と気づく 。 ヽ

、

弧の 長 さ と 底面 の 円周 9貛籮:::: ii.の 長 さ が等しい こと から

9 × 2 ×大 ×
120

花
= 2T r

r = 3

God は 何 か ! を
③ 高 さ = fqthj 確認する こと で 、

= た 何が必要か が
= GF cm

見えて きやすい bb

。
高さ 9

i



① PA = PB なので △ PA B は 、

④ 65°

二等辺三角形 と なり 2 つ の

底角 は ( 1 80 - 50 )÷ 2 意 -
し
)

= 65
°

)
② 0 B -1 PB より LOBA D 65 ° ② 250

= 90°-650 = 25°
④ ③ は 石 の 中心角

③ 0 A = OB より なので 円周角 < ACB
△ 0AB は 二等辺三角形 となり は 半分 で

65
。

< OA B = LO BA = 25
°

で

.ee/LA0B=130
。

藥囓: g。

移動

TD

が "かつ絶を上に

反転させた。
§

⑨

④ . . . ① 、 ② を くっつけた図 は
、

④ に ちょうど はまる 。 5×5× 兀 × I

以上 から 求める斜線部の合計 は 二 李坐り
、駟 半径 5cmの 半円

となる 。



凹 四角形 CDFE を ED で 25〇〇
「 2つ の 図 に分けて すべて の

準 図形 の 面積比 を 求める 。

④ ④・ ③
備 ⑤

( 理由 、 、 、 三角形 に すれ ば
、
②
'いい

③
ノ

相似比 や 底辺比

で 面積比 が求まる から )

☐ BE : EC = ② : ③ より ! 平行四辺形 は

AD = ② t ③ = ⑤ となり 対角線 BD で 面積 を

△ EFB い △ AFD で 半分 に する ので

BF : D F = EF : AF △ BCD = △ ABD
= 2 こ 5 = ④ + ⑥ = 3⑤

i. 面積比 は 22:52 i △ ECD = ○③ - (④ 十④ )
= ④ : 2⑤ = ④

☒ △ BFE と △ FED 回 四角形 CDFE = ③〇
△ BFE と △ ABF は

平行四辺形 ABCD
それぞれ 高 さの 等しい 三角形

なので 面積比 は 底辺比
二 ④○

に等しく 、
2:50

、
、 31

元 倍
2 i 5 = ④ : ④ est


